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物理量 Q - 測定値 q
関数f(Q) 一 測定値f(q)
状態 甲 - 統計的記述-測定値の分布 :測度 dLq,(q)
実験データ ー 期待値 :q)(Q)- f(q)dトtq,(q)
1.2 無限系の物理量
定義 複素係数の*環 Qt(A,B∈Qt,C∈C -1 A+ち,cA,AB,A*∈Qt)にノルム
(A∈Qt→ ‖AIJ≧0,ノルムの公理を満たす)が定義されていて､完備であり､かつC*ノ



































例 量子格子スピン系の場合 :すべてのスピンが Z軸方向上向きの状態
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｢第44回 物性若手夏の学校｣(1999年度)














叫 oc-〈有限個の鵜 川 ,UknN"'(N<∞)の多項式全体)とおく｡
有限到達距離の並進不変なハミル トニアン










































S(q)) - limIノZdSI(p)/Il エントロピー密度
定理 並進不変な状態に対し上の極限は存在する｡


















































定義 C*力学系 (敬,ctt)の状態q)がαt-不変で､Hq,≧0の時､それを基底状態とい う ｡
3.3 XY模型の基底状態の相図
以下一般の基底状態は純粋基底状態の混合状態であるので､純粋基底状態の数をあげる｡

















































定義 C*力学系 (Qt,∝t)のJt上の表現 7tについて､表現空間上に次式を満たす自己共役
作用素H7Tがある場合､7Tを正エネルギー表現という｡
eitHn7T(A)e~tH〔-7T(αt九),H,T≧0
(注) 基底状態のGNS表現は正エネルギー表現である｡
XY模型の既約正エネルギー表現の個数 (既約性は純粋状態に対応):
(A)の場合 :1個
(B)の場合 :4個
(C)の場合 :無限個 (基底表現以外に赤外表現)
(D)の場合 :4個
(A)､(D)の場合は全部基底状態のGNS表現である｡(A)の領域､(B)および(D)の領域
の中でそれぞれある意味でパラメタについて解析的である｡
･(B)の場合は2個だけ､(C)の場合は1個だけ 基底状態のGNS表現
･(B)の残りの2個はソリトン表現
･(C)の場合には無限個の赤外表現が含まれる｡
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